
千
里
山
線
の
踏
切
道
を
ひ
も
と
く

北
千
里

i
天
神
橋
筋
六
丁
目

二
十
回
生

浅

野

倉

平

踏
切
と
は
、
鉄
道
と
道
路
が
平
面
交
差
す
る
場
所
で
、
法
律
上

は
踏
切
道
と
言
う
受
口
も
あ
る
と
の
事
で
、
踏
切
の
管
理
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
踏
切
に
番
号
又
は
、
名
称
を
付
け
る
事
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
方
法
は
、
お
お
よ
そ
次
の
三
通
り
の
様
だ
。

一
、
始
発
駅
か
ら
釜
有
駅
ま
で
順
に
番
号
を
付
け
る
。

二
、
駅
名
と
番
号
を
組
み
A
P
わ
せ
て
付
け
る
。

三
、
地
名
等
の
固
有
名
詞
を
付
け
る
。
又
、
こ
れ
に
番
号
を
組

み
A
P
わ
せ
る
。

と
こ
ろ
で
、
我
ら
が
「
千
里
山
線
」
の
踏
切
道
に
付
け
ら
れ
て

い
る
名
前
を
見
て
み
る
と
、
宝
塚
線
・
神
戸
線
、
い
や
、
他
の
私

鉄、

J
R等
に
比
べ
て
、
極
め
て
個
性
的
と
云
う
か
、
中
に
は
独

創
的
な
金
剛
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ど
っ
し
て
、
こ
の
様
な
名
前

が
付
け
ら
れ
た
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
阪
急
電
鉄
「
阪
急
電
車
情
報
」

の
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
を
通
じ
て
ダ
メ
モ
ト
で
も
良
い
と
思
い
〔
千
里

〔
山
田
駅
1
南
千
里
駅
間
口

こ
の
区
間
に
は
踏
切
道
は
無
い
が
、
線
路
と
並
行
す
る
道
路
を

一
挙
に
跨
ぐ
「
あ
や
め
橋
」
と
山
を
一
度
切
り
開
い
て
、
埋
め
戻

し
て
造
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
「
千
里
ト
ン
ネ
ル
」
が
あ
る
。

〔
南
千
里
駅
1
千
里
山
駅
間

こ
の
区
間
に
も
一
本
の
踏
切
道
も
無
い
が
、
南
千
里
駅
万
よ
り

順
に
、
竹
や
ぶ
に
か
こ
ま
れ
た
「
尾
谷
」
・
「
永
楽
園
」
跨
線
橋
と

千
里
山
駅
に
近
い
「
尻
谷
」
跨
線
橋
が
あ
る
。

〔
千
里
山
駅
1
関
大
前
駅
間
巴

|
文
化
踏
切
道
|

千
里
山
駅
の
南
詰
め
、
す
ぐ
脇
に
あ
る
〈
お
馴
染
み
〉
の
こ
の

踏
切
道
に
は
阪
急
電
鉄
広
報
室
の
調
べ
で
は
諸
説
が
あ
っ
た
様
だ
。

し
か
し
、
こ
の
踏
切
道
を
ひ
も
と
く
ヒ
ン
ト
は
、
当
会
誌
に
連

載
さ
れ
て
い
た
「
千
里
山
開
発
物
語
」
の
な
か
に
あ
っ
た
。
千
里

山
人
は
こ
の
物
語
(
二
)
の
中
で
千
里
山
の
住
宅
建
築
に
関
し
て
次

の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
建
物
は
四
O
O戸
の

-2り一
O
O戸
を

通
風
採
光
間
取
り
を
と
く
に
去
最
し
て
、
洋
服
生
活
者
向
き
に
設

計
さ
れ
た
。
当
時
文
化
住
宅
と
呼
ば
れ
た
改
良
住
宅
を
建
て
る
こ

と
と
し
」
(
原
す
る
と
あ
る
文
化
住
宅
に
つ
な
が
る
道
と
言
う
の
が
、

こ
の
踏
切
道
の
最
も
適
切
な
解
釈
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

線
の
踏
切
道
の
名
称
は
い
つ
頃
付
け
ら
れ
た
の
か
〕
、
又
、
〔
千
里

山
駅
の
文
化
・
関
大
前
駅
の
住
宅
地
・
関
大

二
回
同
グ
ラ
ン
ド
脇
の

大
学
等
の
各
踏
切
道
の
名
前
の
由
来
〕
な
ど
に
付
い
て
メ
i
ル
で

問
い
A
P
わ
せ
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
何
と
ダ
メ
モ
ト
で
は
な
く
、

阪
急
電
鉄
広
報
室
か
ら
丁
寧
な
返
信
メ
i
ル
が
届
い
た
。

そ
の
返
事
の
概
要
は
、
〔
踏
切
道
の
名
称
は
北
大
阪
電
気
撃
埠
に

よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
〕
・
〔
由
来
に
つ
い
て
は
艶
社

に
資
料
が
な
い
の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
調
査
し
た
結
果
に
よ

る
推
定
に
基
づ
く
も
の
〕
と
し
て
、
問
い
A
P
わ
せ
を
し
た
三
か
所

の
踏
切
道
の
由
来
が
い
く
つ
か
知
ら
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
由
来
が
推
定
で
し
か
判
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

こ
こ
は
、
自
分
で
調
べ
て
み
て
、
自
分
な
り
に
そ
の
由
来
を
ひ
も

と
い
て
見
よ
う
と
思
い
立
ち
、
つ
い
で
の
事
な
の
で
、
千
里
山
線

会
謀
の
踏
切
道
の
由
来
の
ひ
も
と
き
に
挑
戦
を
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
案
外
大
変
な
大
仕
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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以
下
の
在
地
に
付
い
て
は
、
全
て
推
定
で
あ
り
、
見
当
違
い
も

多
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
事
柄
を
踏
ま
え
て
、
こ

れ
か
ら
先
を
お
読
み
戴
け
れ
ば
幸
い
か
と
思
い
ま
す
。

〔
北
千
里
駅
1
山
田
駅
間
巴

こ
の
間
に
は

一
本
の
踏
切
道
も
跨
線
橋
も
な
い
。

ー
住
宅
地
踏
切
道
!

当
初
、
こ
の
踏
切
道
の
名
前
と
、
関
大
前
駅
と
豊
津
駅
と
の
間

に
あ
る
後
述
の
「
大
学
踏
切
道
」
の
名
前
を
見
比
べ
た
時
に
、
こ

れ
は
、
名
前
が
逆
で
は
な
い
か
と
患
っ
た
。
し
か
も
、
現
在
、
こ

の
場
所
に
あ
る
「
住
宅
地
踏
切
道
」
は
昭
和
二
十
一
年
六
月
二
十

五
日
、
大
学
前
駅
が
復
活
し
た
の
に
併
せ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
ま
で
大
学
前
駅
付
近
に
踏
切
道
が
無
か
っ

た
の
か
と
き
p
え
ば
、
千
里
山
浄
水
所
(
現
在
は
取
り
壊
さ
れ
て
駐

車
場
と
な
っ
て
い
る
)
の
短
い
坂
を
下
り
き
っ
た
あ
た
り
に
、
斜

め
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
踏
切
道
が
あ
っ
た
。
こ
の
踏
切
道
へ
の
関

大
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
「
吹
田
警
察
署
大
学
前
連
絡
所
」
の

裏
に
今
で
も
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
踏
切
道
は
、
現
在
の

踏
切
道
が
完
成
し
た
の
と
同
時
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
廃
止

さ
れ
た
踏
切
道
の
名
前
は
判
ら
な
い
が
、
推
察
す
る
に
、
こ
の
踏

切
道
は
「
住
宅
地
踏
切
道
」
で
あ
り
、
そ
の
名
前
を
新
し
い
踏
切

道
が
引
き
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
何
敢
な
ら
、
こ
の
廃
止

さ
れ
た
踏
切
道
は
、
大
阪
電
気
鉄
道
が
線
路
を
敷
設
し
た
当
時

千
里
山
線
の
線
路
を
挟
ん
で
平
行
し
て
い
る
二
本
の
道
路
を
結
び
、

千
里
山
文
化
住
宅
地
へ
の
も
う
一
つ
の
ゲ
イ
ト
・
ウ
ェ
イ
と
し
て

造
ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え
る
と
、
現
在
の
踏
切
道
は
二
代
目
で
は

あ
る
が
「
住
宅
地
踏
切
道
」
で
あ
る
こ
と
に
納
得
が
ゆ
く
。
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ー
消
え
た
踏
切
道
(
一

γ

曾
て
、
千
里
山
駅
と
関
大
前
駅
の
中
間
に
、
「
上
の
川
」
に
架
か

る
通
称
「
土
橋
」
か
ら
千
里
山
文
化
住
宅
地
に
通
ず
る
一
本
の
細

い
踏
切
道
が
あ
っ
た
。
こ
の
踏
切
道
の
名
前
は
判
ら
な
い
が
、
い

つ
の
頃
か
ら
か
廃
止
さ
れ
、
「
千
里
山
陸
橋
」
と
言
う
跨
線
橋
に
付

け
替
え
ら
れ
て
い
る
。

〔
関
大
前
駅
1
豊
津
駅
間
巴

|
花
壇
踏
切
道
|

聞
大

二
両・

一
中
の
正
門
前
に
あ
る
こ
の
踏
切
道
は
、
こ
れ
も

「
千
里
山
開
発
物
語
」
(三
)
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
千
里
山

人
は
千
里
山
韮
壇
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
北
天

阪
電
鉄
が
千
里
山
に
電
車
を
敷
設
す
る
に
あ
た
り
路
線
に
沿
っ
た

左
右
の
桃
山
を
買
収
し
住
宅
地
に
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

一
部
の
景
勝
の
地
域
は
自
然
の
風
致
を
残
し
て
、
少
し
人
工
を
加

え
て
四
季
を
通
じ
て
大
阪
の
人
が
遊
び
に
こ
ら
れ
る
花
壇
を
作
ろ

う
と
、
北
大
阪
電
鉄
は
垂
水
の
北
に
連
な
る
桃
山
凡
そ
一
八
O
O

O
坪
に
園
路
を
つ
け
花
壇
、
展
望
台
、
食
堂
、
余
興
場
な
ど
の
設

備
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
千
里
山
花
壇
と
名
付
け
た
。
大
正
九
年
六

月
に
起
工
し
、
八
月
に
竣
工
と
な
っ
て
い
る
か
ら
極
く
簡
単
な
も

の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
(
原
さ
と
書
か
れ
て
い
る
。
北
大
阪

電
気
鉄
道
が
、
豊
津
i
千
里
山
間
を
開
事
c
せ
た
の
が
大
正
十
年

十
月
二
十
六
日
で
あ
る
の
で
、
同
社
は
電
車
が
開
卓
す
る
随
分
以 千里山駅文イt踏切道

下新庄~淡路間
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五回名北踏切道

前
に
、
こ
の
在
壇
を
開
園
さ
せ
た
事
に
な
る
。

ー
大
学
踏
切
道
|

こ
れ
も
、
又
、
「
千
里
山
開
発
物
語
」
(
二
)
か
ら
の
引
用
で
あ

る
が
、
千
里
山
人
は
関
西
大
学
千
里
山
山
牢
舎
の
建
設
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
関
大
が
校
地
と
し
て

一
万
坪
を
選

定
し
た
場
所
は
北
大
阪
電
鉄
が
遊
園
地
を
造
る
予
定
の
土
地
で
あ

っ
た
。
当
初
北
大
阪
電
鉄
は
こ
れ
を
承
知
し
て
い
た
が
、
電
鉄
が

遊
園
地
を
造
る
に
あ
た
っ
て
、
校
地
予
定
地
の
場
所
を
と
ら
れ
て

し
ま
う
と
遊
園
地
の
体
裁
が
な
く
な
る
の
で
、
校
地
の
変
更
を
申

し
入
れ
、
そ
の
交
渉
に
曲
折
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
大
学
は

敷
地
五
千
坪
余
り
増
や
し
て

一万
五
千
坪
と
し
て
現
在
あ
る
場
所

に
き
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
北
大
阪
電
鉄
は
「
関
西
大

学
前
」
(
の
ち
「
大
学
前
」
に
改
称
)
と
い
う
停
留
場
を
設
け
、

ま
た
停
留
場
よ
り
大
学
ま
で
幅
員
四
米
の
道
路
を
つ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
」
(
原
事
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
様
な
謂
わ
れ
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
北
天
阪
電
気
懇
埠
が
、

当
初
-
関
大
の
校
門
が
、
こ
の
付
近
に
造
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
想

定
し
て
、
こ
の
踏
切
道
を
「
大
学
踏
切
道
」
と
名
付
け
た
事
が
理

解
で
き
る
。
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ー
豊
津
墓
道
踏
切
道
|

車
窓
よ
り
見
え
る
垂
水
墓
地
に
通
ず
る
踏
切
道
で
あ
る
。



-
消
え
た
踏
盟
坦
(
二
)

一
一
代
目
大
学
前
駅
の
南
詰
(
荏
壇
町
駅
寄
り
)
に
、
千
里
山
か

ら
流
れ
て
き
た

一
級
河
川
の
「
上
の
川
」
を
跨
ぐ
短
い
鉄
橋
が
架

け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
川
と
並
行
し
て
幅
の
狭
い
踏
切
道
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
踏
望
坦
は
、
ど
フ
や
ら
、
関
大
前
駅
の
新
設

工
事
に
伴
い
無
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
又
、
「
上
の
川
」
も
、
そ

の
折
に
地
下
に
埋
め
ら
れ
、
暗
渠
と
し
て
線
路
の
下
を
今
で
も
流

れ
て
い
る
が
、
無
く
な
っ
た
、
こ
の
踏
切
道
の
名
前
は
判
ら
な
い
。

-
消
え
た
踏
切
道
会
一

γ

曾
て
、
花
壇
町
駅
を
大
学
前
駅
方
向
に
出
て
直
ぐ
の
と
こ
ろ
に

踏
切
道
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
踏
切
道
も
前
記
の
関
大
前
駅

の
新
設
工
事
に
伴
い
廃
止
さ
れ
た
様
で
、
そ
の
後
は
、
関
大
前
駅

南
口
の
地
下
道
が
そ
の
代
わ
り
を
果
た
し
て
い
る
。

尚
、
こ
の
踏
切
道
の
名
前
も
判
ら
な
い
。

〔
豊
津
駅
i
吹
田
駅
間
口

l
吹
回
復
埠
踏
盟
平
ー

豊
津
駅
南
詰
め
脇
の
吹
回
復
埠
を
横
切
る
踏
切
道
で
あ
る
。
吹

田
笛
埠
は
豊
中
市
服
部
で
能
勢
街
道
か
ら
伶
離
し
て
小
曲
目
根
・
江

坂
・
垂
水
・
豊
津
・
片
山
・
西
庄
を
経
て
南
高
浜
で
亀
岡
管
埠
に

合
流
す
ス
橘
助
的
な
街
道
で

「伊
丹
道
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

帯
に
大
規
模
な
社
宅
を
造
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
時
期
、
こ
の
一
帯

は
「
ビ

i
ル
町
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
様
な
事
か
ら
こ
の
踏

切
道
は
ピ
!
ル
会
在
の
社
宅
内
を
行
き
来
す
る
の
に
便
宰
を
計
る

た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

尚
、
こ
の
社
宅
は
、
北
大
阪
電
気
撃
坦
が
敷
設
さ
れ
る
前
か
ら

こ
の
場
所
に
あ
っ
た
様
で
、
現
在
の
吹
田
市
役
所
の
前
に
も
社
宅

が
立
ち
並
ん
で
お
り
、
そ
の
当
時
、
市
役
所
の
建
っ
て
い
る
場
所

は
、
ビ
ー
ル
会
社
の
壊
れ
た
ピ
l
ル
瓶
の
置
き
場
で
あ
っ
た
と
か

で
あ
る
。

ー
消
え
た
踏
切
道
(
四

γ

現
在
は
吹
田
駅
北
口
の
地
下
道
と
な
り
、
そ
の
上
空
に
は
恩
坦

四
七
九
号
線
が
通
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
前
は
こ
の
地
下
道
の

上
に
大
き
な
踏
盟
埴
が
あ
っ
た
。

曾
て
、
こ
の
場
所
に
は
ピ
l
ル
会
社
が
、
工
場
か
ら
新
田
浜
(
現

南
吹
田
四
丁
目
大
吹
橋
付
近
ま
で
軽
便
鉄
道
を
敷
設
し
、
貨
車

を
馬
に
引
か
せ
て
ピ
l
ル
を
運
搬
し
た
線
路
が
敷
か
れ
て
い
た
。

こ
の
路
諌
は
後
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
線
路
の
敷
設
は
北
大
阪
電
気

鉄
道
よ
り
軽
便
懲
壇
の
方
が
早
く
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
は
、
こ
の

軽
便
鉄
道
と
交
差
し
て
線
路
を
敷
い
た
事
に
な
る
。
従
っ
て
、
踏

切
道
と
云
う
よ
り
、
交
差
点
と
云
っ
た
方
が
適
当
か
も
知
れ
な
い
。

尚
、
こ
の
踏
切
道
の
名
前
は
判
ら
な
い
。

ー
金
田
(
カ
ネ
デ
ン
)
踏
切
道
|

こ
の
踏
盟
坦
は
、
金
田
町
へ
通
ず
る
道
と
し
て
設
置
さ
れ
た
様

だ
が
、
金
田
町
は
、
こ
の
踏
切
道
よ
り
か
な
り
離
れ
て
お
り
、
金

田
町
に
至
る
聞
に
は
、
堅
野
・
八
ケ
尻
・
這
上
り
・
金
田
慶
い
ず

れ
も
旧
町
名
)
な
ど
の
町
、
が
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
ど
う
し
て
こ

ん
な
に
遠
く
離
れ
て
い
る
場
所
の
名
前
を
付
け
た
の
か
疑
問
が
残

る
。
し
か
し
、
北
大
阪
電
気
懇
坦
が
線
路
の
敷
設
工
事
を
し
た
頃

に
は
、
こ
の
踏
盟
埠
付
近
は
田
園
で
あ
っ
た
様
な
の
で
、
少
し
離

れ
て
は
い
る
が
、
古
く
か
ら
こ
の
地
域
に
あ
る
大
き
な
集
落
の
金

田
の
名
を
付
け
た
の
で
は
と
考
え
る
と
、
何
と
な
く
合
点
が
ゆ
く
。

ー
金
田
題
連
階
盟
平
ー

前
記
の
金
田
踏
切
道
と
同
じ
で
あ
る
が
、
意
坦
と
言
う
か
ら
に

は
、
金
田
踏
切
道
よ
り
後
に
造
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
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ー
社
宅
踏
切
道
|

明
治
二
十
五
年
、
ア
サ
ヒ
ビ
1
ル
吹
田
工
場
の
前
身
で
あ
る
大

阪
麦
酒
株
式
会
社
が
現
在
の
地
に
開
業
、
そ
の
後
、
こ
の
会
在
は

明
治
三
十
九
年
、
日
本
・
札
幌
・
大
阪
の
ピ

l
ル
メ
!
カ
上
ニ
社

が
合
併
し
て
大
日
本
麦
酒
株
式
会
社
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和

二
十
四
年
に
制
定
さ
れ
た
過
度
経
済
力
集
中
排
除
法
に
よ
っ
て
朝

日
麦
酒
と
日
本
(
札
場
麦
酒
に
分
割
さ
れ
て
、
今
に
至
っ
て
い

る
。
こ
の
会
社
は
、
こ
れ
ら
の
時
代
を
通
じ
て
、
現
在
の
泉
町

一

大
正
十
二
年
測
図
の
地
図
に
よ
る
と
、
金
田
踏
切
道
の
両
側
は

田
圃
で
あ
り
、
ピ
l
ル
会
在
の
社
宅
は
、
下
り
線
側
に
五
棟
・
上

り
線
側
に
十
三
棟
ほ
ど
の
長
屋
が
並
ん
で
い
る
。
又
、
騒
慎
懇
坦

と
北
大
阪
電
気
懇
坦
の
路
線
と
共
に
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
の
吹
田

車
庫
、
が
ガ
ス
会
社
の
近
く
に
描
か
れ
て
い
る
。

〔
吹
田
駅
1
下
新
庄
駅
間
巴

ト
瓦
斯
(
ガ
ス
)
踏
切
道
!

こ
の
踏
盟
埠
は
吹
田
駅
を
出
て
J
R
の
ガ
l
ド
を
く
ぐ
っ
て
す

ぐ
の
所
で
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
に
廃
止
に
な
っ
た
東
吹
田
駅
の

手
前
に
あ
る
。

大
正
十
一
年
、
浪
速
瓦
斯
盤
礼
会
社
は
、
吹
田
町
井
関
(
現
清

和
町
)
に
、
千
里
山
の
住
宅
地
へ
ガ
ス
を
供
給
す
る
目
的
で
吹
田

工
場
を
建
設
し
た
。
こ
れ
は
北
大
阪
電
気
鉄
道
の
沿
線
開
発
に
呼

応
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
工
場
に
は
大
き
な
煙
突
の
あ
る

ガ
ス
発
生
炉
と
ガ
ス
タ
ン
ク
が
あ
り
、
国
鉄
の
東
海
埠
本
線
・
城

東
貨
物
線
を
パ
ッ
ク
に
し
た
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
千
里
山
線
の
電

車
の
中
か
ら
も
良
く
見
え
た
。
こ
の
会
社
は
戦
時
下
、
大
阪
ガ
ス

と
合
併
し
た
が
、
吹
田
工
場
の
施
設
は
昭
和
三
十
七
年
ま
で
稼
動

し
て
い
た
。
し
か
し
、
ガ
ス
幹
線
の
高
圧
化
に
よ
っ
て
制
圧
器
が

コ
ン
パ
ク
ト
化
さ
れ
、
こ
の
巨
大
な
設
備
は
不
要
と
な
り
、
つ
い

に
は
取
り
壊
さ
れ
た
。
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ー
吹
田
浜
田
踏
切
道
|

現
在
の
内
本
町
一
丁
目

一
帯
の
旧
町
名
が
浜
田
町
で
あ
る
。

上
又
線
神
崎
川
北
踏
切
道
|

こ
の
踏
切
道
は
京
阪
電
気
鉄
道
時
代
に
入
っ
て
か
ら
設
置
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。
何
敢
な
ら
、
新
京
阪
懇
坦
を

吸
収
合
併
し
た
京
阪
電
気
鉄
道
は
、
天
神
橋
1
西
院
問
主
尽
都
線

本
線
と
し
、
淡
路
1
千
里
山
間
を
千
里
山
支
線
と
し
た
事
か
ら
推

察
す
る
と
そ
う
い
う
事
に
な
る
。
現
在
、
京
都
本
線
の
上
新
庄
・

相
川
聞
は
高
架
化
さ
れ
て
い
て
踏
切
道
は

一
本
も
な
い
が
、
曾
て

は
「
本
線
神
崎
川
北
踏
切
道
」
と
か
言
う
名
前
の
踏
切
運
が
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
・

-
下
新
庄
踏
切
道
|

こ
の
踏
切
道
は
、
神
崎
川
を
渡
り
下
新
庄
駅
の
手
前
あ
る
。

安
土
桃
山
時
代
の
武
将
中
川
清
兵
衛
が
、
こ
の
地
に
出
城
を
築

い
た
こ
と
か
ら
「
新
城
」
と
い
う
地
名
が
付
い
た
。
後
に
、
そ
れ

が
転
じ
て
「
新
庄
」
い
う
名
に
な
っ
た
が
、
元
禄
三
年
(
一
七
O

O)
新
庄
は
二
つ
に
分
割
さ
れ
、
上
新
庄
村
と
下
新
庄
村
と
な
っ

た
。〔

下
新
庄
駅
i
淡
路
駅
間
口

-
五
回
名
(
ゴ
タ
ナ
)
北
踏
切
道
|

北
陽
商
業
学
校
が
開
校
さ
れ
る
の
に
ム
p
わ
せ
て
設
け
ら
れ
も
の
と

思
わ
れ
る
。

同
校
は
、
そ
の
後
、
福
武
学
園
北
陽
工
蓋
子
校
↓
福
武
学
園
北

陽
商
業
高
等
学
校
↓
北
陽
高
等
学
校
と
な
り
、
昭
和
五
十
四
年
、

現
在
の
上
新
庄
町

一|
一一
丁
二
六
に
移
転
し
た
。

尚
、
同
校
は
平
成
一
干
年
、
関
西
大
学
と
A
俳
し
、
校
名
が
関

西
大
堂
北
陽
高
等
学
校
と
な
り
、
同
時
に
男
女
共
学
制
に
な
っ
た
。

〔
淡
路
駅
1
柴
島
堅
問

淡
路
1
天
神
橋
(
現
天
神
橋
筋
六
丁
目
)
聞
は
、
大
正
十
四
年

十
月
十
五
日
、
新
京
阪
祭
壇
が
開
通
さ
せ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ

の
区
間
の
踏
切
道
の
名
称
は
、
新
京
阪
懇
壇
が
命
名
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
そ
の
名
付
け
方
は
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
の
そ
れ
と
似

て
い
る
感
じ
が
す
る
。

ー
国
次
(
ク
一
一
ツ
ギ
)
踏
切
道
|

淡
路
駅
を
出
て
、
直
ぐ
の
所
に
あ
る
こ
の
踏
切
道
は
ダ
ブ
ル
踏

切
道
で
数
メ
ー
ト
ル
右
側
に
は
、
京
都
線
の
ご
小
川
」
(
イ
チ
オ

ガ
ワ
)
の
踏
切
道
が
あ
る
。

国
次
は
、
現
淡
路
・
東
淡
路
・西
淡
路

一
帯
の
旧
町
名
で
あ
る
。

淡
路
は
、
そ
の
昔
、
淡
路
の
庄
と
称
し
た
が
、
後
に
、
増
島

・
高

畑
の
二
ケ
村
に
伶
離
さ
れ
た
。
し
か
し
、
明
治
四
年
に
A
品
し
て

淡
路
村
と
な
り
、
大
正
十
四
年
、
市
域
編
入
の
際
、
淡
路
の
名
は
、

新
幹
線
の
高
架
塾
坦
を
く
ぐ
る
手
前
に
あ
る
こ
の
踏
切
道
は
、

階
段
を
登
り
降
り
し
な
い
と
渡
れ
な
い
。
従
っ
て
、
車
の
通
行
は

出
来
な
い
の
で
「
人
」
専
用
の
踏
切
道
で
あ
る
。

玉
田
名
は
下
新
庄
四
丁
目
か
五
丁
目
あ
た
り
の
古
い
地
名
、
文

は
、
呼
称
か
何
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
関
係
す
る
資
料
が
見
付
か

ら
な
い
の
で
良
く
判
ら
な
い
。

-
鳩
が
瀬
踏
切
道
|

こ
の
踏
盟
壇
も
階
段
を
登
り
降
り
し
な
い
と
渡
れ
な
い
。

「
埼
か
瀬
」
は
下
新
庄

一
丁
目
・
淡
路
五
丁
目
辺
り
の
古
い
町

名
か
何
か
で
あ
る
様
だ
。
昭
和
三
十
一
宅
編
集
の
東
淀
川
史
に
よ

る
と
、
同
区
は
旧
下
新
庄
四
丁
目
に
、
昭
和
十
六
年
一
ベ

「鳩
ケ

瀬
公
園
」
を
、
又
、
城
裏
持
物
線
を
挟
ん
だ
旧
淡
路
新
町
六
八
番

地
に
、
昭
和
十
七
年
九
月
、
「
鳩
ケ
瀬
公
設
市
場
」
を
開
設
し
て
い

る
。
「
鳩
ケ
瀬
公
設
市
場
」
は
そ
の
後
、
昭
和
二
十
八
年
に

「淡
路

公
設
市
場
」
と
改
称
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
施
設
に
も
「
鳩

ケ
瀬
」
と
言
う
名
称
を
冠
し
て
い
る
。
又
、
現
在
も
、

こ
の
踏
切

道
近
く
に
は
「
鳩
ケ
瀬
パ
!
ク
」

・
「
ハ
イ
ム
鳩
ケ
瀬
」
と
言
う
様

に
、
鳩
ケ
瀬
と
名
の
付
く
建
物
が
、
他
に
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。
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ー
千
里
北
陽
踏
切
道
|

J
R
の
壇
東
貨
物
線
の
ガ
l
ド
を
く
ぐ
っ
て
直
ぐ
の
所
に
あ
る

こ
の
踏
切
道
は
、
大
正
十
四
年
四
月
、
下
新
庄
町
二
|

一
四
一
に

当
時
の
新
京
気
懇
坦
の
駅
名
を
除
い
て
国
次
町
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
昭
和
十
四
年
、
淡
路
新
町
が
誕
生
し
て
、
淡
路
の
名
称
が
、

一
部
復
活
し
た
。

尚
、
国
次
の
地
名
は
、
元
弘
元
年
(
一
三
三
一

)
、
刀
鍛
冶
の

来
国
次
が
、
こ
の
地
を
開
発
し
た
と
の
伝
承
に
も
と
づ
い
て
、
そ

れ
を
地
名
と
し
て
付
け
た
も
の
の
様
だ
。

ー
住
宅
踏
切
道
|

関
大
前
駅
近
く
に
あ
る
踏
切
道
は
「
住
宅
地
」
で
あ
る
が
、
こ

ち
ら
の
踏
切
道
は
、
紛
ら
わ
し
い
事
に
「
住
宅
」
で
あ
る
。
こ
の

踏
切
道
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
大
阪
府
住
宅
供
給
公
社
が
開
発
し
た

東
淡
路
住
宅
・
同
第
二
住
宅
が
あ
る
。
も
し
、
こ
の
住
宅
地
の
利

便
性
を
計
る
た
め
に
、
こ
の
踏
切
道
が
設
け
ら
れ
た
と
す
る
と
、

そ
ん
な
に
古
い
踏
切
道
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
こ
の
踏
切
道

に
は
、
淡
路
駅
に
入
線
待
ち
を
す
る
電
車
が
一
時
停
車
を
す
る
の

で、

一
時
間
に
、
最
大
四
十
三
分
間
、
閉
ま
っ
て
い
る
事
も
あ
る

と
か
で
、
大
阪
の
開
か
ず
の
踏
切
ベ
ス
ト
三
O
に
入
っ
て
い
る
。
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ム
子
童
踏
切
道
|

大
正
十

一
年
、
西
宮
符
大
字
柴
島
に
啓
発
尋
重
両
等
小
学
校

分
教
場
が
開
校
し
た
。
こ
の
伶
教
場
に
通
w
円
J
A

主
恩
の
為
に
設
け
ら

れ
た
の
が
こ
の
踏
切
道
で
あ
る
様
だ
。
こ
の
分
教
場
は
、
現
在
の

柴
島
浄
水
場
の
中
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
八
年
、
浄
水
場
の
拡
張



工
事
に
伴
い
、
東
淡
路
三
丁
目
に
移
転
、
昭
和
二
十
二
年
、
校
名

が
東
淡
路
小
学
校
と
な
っ
た
。

ー
溜
過
池
(
ロ
カ
チ
)
踏
切
道
|

大
正
三
年
三
月
に
完
成
し
た
柴
島
浄
水
場
は
、
沈
殿
池
・
濡
過

池
・
浄
水
池
・
取
水
・
送
水
の
各
ポ
ン
プ
等
の
設
備
か
ら
な
っ
て

い
た
が
、
こ
の
踏
切
道
の
名
前
と
し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
漉
過
池

は
、
淀
川
の
水
質
の
悪
化
に
伴
う
溜
過
処
理
方
法
の
限
界
に
達
し

た
為
と
か
で
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
以
降
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

ー
大
宮
通
踏
切
道
|

こ
の
踏
切
道
の
近
く
に
は
、
柴
島
神
社
と
現
龍
大
明
神
が
あ
る

が
、
大
宮
と
ユ=pqノ地
名
と
か
神
社
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
踏
盟
坦
か
ら
息
荷
禅
寺
方
面
に
向
か
之
埠
路
の
先
に
は
、
京
都

線
の
「
大
宮
橋
」
踏
切
道
が
あ
り
、
又
、
崇
禅
寺
'i
用
方
間
に
は
、

「
宮
筋
東
」
・
「
宮
筋
西
」
と
「
宮
」
と
名
の
付
く
踏
切
道
が
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
近
く
に
は
大
宮
に
由
来
す
る
何
か
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
判
ら
な
い
。

〔
柴
島
駅
i
天
神
橋
六
丁
目
間
巴

|
柴
島
踏
切
道
|

砦
島
は
往
古
に
お
け
る
難
波
八
十
色
同
の

一
つ
で
茎
島
と
呼
ん
だ

千
里
線
で
は
、
下
新
庄
か
ら
柴
島
ま
で
の
各
踏
切
道
は
無
く
な
っ

て
し
ま
う
。
踏
盟
埠
が
立
体
化
さ
れ
る
事
は
地
上
の
交
通
緩
和
・

列
車
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
等
に
と
っ
て
は
良
い
事
で
あ
る
が
、
踏

切
の
警
豊
田
が
聞
け
な
く
な
る
の
は
、
少
し
寂
し
い
気
が
す
る
。

本
来
な
ら
ば
、
北
千
里
1
天
神
橋
筋
六
丁
目
聞
は
「
千
里
謀
」

と
呼
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
私
は
、
千
里
山
駅
か
ら
伸

延
さ
れ
た
、
千
里
山
1
北
千
里
聞
は
と
も
か
く
と
し
て
、
千
里
山

1
天
神
橋
筋
六
丁
目
聞
は
、
今
で
も
「
千
里
山
線
」
で
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

の
が
、
後
に
、
柴
島
と
な
っ
た
。

柴
島
忠
嗣
詰
に
位
置
す
る
こ
の
踏
切
道
を
通
過
し
、

一
0
0
0

分
の
三
士
ニ
の
勾
配
を
登
る
と
、
六
六
六
メ
ー
ト
ル
の
淀
川
鉄
橋

で
あ
る
。
こ
の
鉄
橋
を
渡
り
き
っ
た
所
に
、
曾
て
は
、
高
架
軌
道

上
に
「
長
柄
駅
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
駅
は
昭
和
十
九
年
二
月
一
日

に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
こ
の
高
架
塾
埠
は
日
本
最
初
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
高
架
軌
道
で
、
天
神
橋
駅
は
七
階
建
て
ピ
ル

(
現
在
、
建
替
工
事
中
V

の
二
階
に
造
ら
れ
た
事
も
あ
り
、
こ
れ
も

日
本
初
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
地
下
鉄
堺
筋

線
と
の
乗
入
に
伴
い
、
現
在
で
は
、
高
架
軌
道
か
ら

一
挙
に

一
0

0
0分
の
三
十
五
の
急
勾
配
を
下
り
地
下
に
入
る
と
、
直
ぐ
に
天

神
橋
六
丁
目
駅
で
あ
る
。

消
え
る
踏
切
道

阪
急
電
鉄
で
は
、
現
在
、

二
O
二
O
年
の
完
成
を
目
指
し
て
、

淡
路
駅
を
中
心
と
す
る
千
里
線
の
柴
島
i
淡
路
1
下
新
庄
1
吹
田

駅
手
前
、
及
び
、
京
都
線
の
崇
禅
寺
i
淡
路
1
上
新
圧
聞
の
高
架

工
事
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
高
架
は
新
幹
線
と
城
東
貨
物
線
の
高

架
軌
道
の
上
を
超
え
る
も
の
で
相
当
な
高
さ
に
な
る
。
工
事
が
完

成
す
る
と
、
柴
島
・
崇
禅
寺
・
淡
路
・
下
新
庄
の
各
駅
は
高
架
駅

と
な
る
が
、
こ
の
内
、
下
新
庄
駅
は
二
0
0メ
ー
ト
ル
程
吹
田
駅

寄
り
に
移
動
さ
れ
る
と
か
で
あ
る
。
尚
-
J
R城
東
貨
物
線
は
旅

客
を
取
り
扱
う
「
お
お
さ
か
東
線
」
と
な
り
、
淡
路
駅
は
、
こ
の

路
線
と
の
乗
換
駅
に
も
な
る
、
こ
れ
ら
の
工
事
が
完
成
す
る
と
、
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